
静
子
夫
人
銅
像
除
幕
式

以
前
よ
り
こ
の
洗
心
誌
上
に
必
て
も
州
抑
制
収
し
て
来
た
、
鹿
児

μに

お
け
る
静
子
夫
人
の
銅
像
の
再
建
が
完
了
し
、
去
る
平
成
二
十
八

年
十

一
月
ニ
イ
七
日
に
除
幕
式
が
静
子
夫
人
の
誕
生
地
で
あ
る
脱

児
山
川
市
新
屋
敷
問
の
巾
失
川
左
岸
で
執
り
行
は
れ
た
。

前
日
は
斗

-m雨
附
問
機
だ
っ
た
が
、

「乃
木
静
子
夫
人
悲
帥
H
A
M
」
の

合
員
や
来
賓

・
附
係
者
勢
約
三

O
O名
が
集
ま
り
、
午
前
九
時

三
十
分
よ
り
船
魂
榊
剥

古
田
口
升
耐
引
を
荷
主
と

し
て
鹿
児
島
肝
抑
制
道
古

年
舎
の
榊
職
の
修
被
の

後
、
平
瀬
菜
子
九
回
長
や

三
反
図
訓
鹿
児
島
燃
知

事
等
に
よ
り
完
成
し
た

銅
像

(益
座
も
含
め
て

古川さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
)

の
除
幕
が
行
は
れ
、
合

同
制
か
ら
大
き
な
拍
手
が

迭
ら
れ
た
。

降
榊
、
献
候
、
そ
し

て
降
り
矧
る
雨
の
中

朗
々
と
税
調
が
奏
上
さ

れ
た
。
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そ
の
後
巾
村
光
彩
氏

に
よ
り
磁
雌
琵
笹

「乃

木
間
子
夫
人
」
が
銅
像



の
前
で
奉
納
さ
れ
た
。
静
子
夫
人
の

一
生
を
綴
っ
た
歌
詞
と
奏
者

の
美
し
い
歌
獲
が
来

JM者
の
心
に
染
み
入
っ
た
。

次
に
府
主
に
続
き
、

一ザ
湘
品
目
長
を
始
め
役
員
、
来
資
生
可
が
順
次

玉
中
を
奉
り
列
鴻
し
h
J』。

そ
し
て
撤
際
、
口
問
刷
、
最
後
に
術
主
に
合
せ
て

一
同
が
銅
像
に

向
ひ

一
円
列
し
て
祭
儀
が
滞
り
な
く
絡
了
L
P百

山
町
小
儀
終
了
後
、
=一

反
凶
知
事
よ
り
、

「
こ

の
銅
像
の
完
成
に
よ

り
、
多
く
の
人
々
が

こ
の
地
を
訪
れ
、
治

時
の
以
況
に
思
ひ
を

馳
せ
る
坊
と
な
る
や

う
に
心
か
ら
願
っ
て

ゐ
る
」
と
の
耐
判
断
が

述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
場
所
を
移

し
、
正
午
よ
り
ホ
テ

ル
パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児

応
に
於
て
記
今
X
礼
典
が
附
似
さ
れ
た
。

先
づ
、
那
須
乃
木
刷
利
の
波
健
二
宮
司
よ
り
、
「
加
須
の
地
は
こ

の
脱
児
ぬ
と
大
嬰
御
縁
が
深
い
j
地
で
あ
り
、
郁
子
夫
人
の
お
噂

に
よ
っ
て
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
探
く
感
謝
し
て
い
る
」

と
の
挨
拶
の
の
ち
に
乾
杯
の
後
段
が
な
さ
れ
、
合
食
、
恕
談
に
人

っ
た
。

そ
の
後
仙
回
流
師
範
仙
閉
山
口
佐
氏
に
よ
り
祝
儀
持
「
長
唄
館
総
」

が
披
露
さ
れ
、

一円
ひ
式
典
に
入
っ
た
。

小
島
和
彦
泰
梓
H
A
目
別
令
長
の
間
合
の
阪
に
綴
き
、
干
潮
来
子
科
長

よ
り
「
準
備
か
ら
足
捌
け
三
年
、
元
あ
っ
た
新
屋
敷
の
地
に
銅
像

が
再
び
鎧
っ
た
姿
を
見
て
感
制
パ
一肌
で
あ
る
。
銅
像
は
附
起
て
て
移
り

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
冊
子
夫
人
の
生
き
方
、
闘
は
っ
た
雁
史

な
と
を
締
き
な
が
ら
守
っ
て
ま
ゐ
り
た
い
よ

と
謝
制
が
述
べ
ら
れ

た
。

-27-

抑
制
い
て
参
列
の
来
賓
紛
介
が
な
さ
れ
、
代
表
の
来
賓
よ
り
失
々

税
僻
が
述
べ
ら
れ
た
。

先
づ
山
東
昭
子
参
議
院
議
員
が
「
今
阿
の
銅
像
の
再
建
に
よ
っ

て
、
時
代
に
姉
い
て
ゐ
た
乃
木
総
子
と
い
ふ
女
性
が
、
自
分
の
考

へ
を
し
っ
か
り
も
っ
て
生
き
て
を
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
此
出
陣
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に
ゐ
る
人
も
合
め

て
鹿
児
'
防
か
ら
語

り
稽
い
で
い
く
使

命
が
あ
る
。」
と
話

ら
れ
た
。

次
に
保
附
肌
ハ
，
m

衆
議
院
議
員
か
ら

の

「
良
妻
賢
何
と

讃
へ
ら
れ
た
人
柄

と
功
徳
を
顕
移
し

た
い
」
と
の
机
判
断

が
仇

H

制
さ
れ
た
。

次
に
紛
子
夫
人

の
貸
家
で
あ
る
湯

地
山
容
を
代
表
し

て
、
中
野
机
同
地
品
目

の
湯
地
定
郎
氏
よ

り
「
私
も
九
十
歳

を
迎
へ
た
が
、
残

り
の
人
生
を
節
子
夫
人
の
考
へ
方
を
山
官
級
と
共
に
蹴
め
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

次
に
以
初
に
郁
子
夫
人
の
銅
像
を
建
立
し
た
村
野
山
人

・
須
美

子
夫
去
の
孫
に
岱
る
村
野
利
附
榊
戸
村
別
工
業
古
川与
平
校
名
容
理

事
長
よ
り

「鹿
児
'
品
で
生
ま
れ
た
村
刑
判
山
人
は
若
い
頃
は
苦
勢
を

し
て
、
鍛
氾
を
通
じ
て
'H業
界
で
名
を
虫
て
た
。
そ
の

一
カ
で
乃

木
山
学
習
院
長
の
考
へ
方
に
非
常
に
信
奉
し
て
全
閣
に
乃
木
将
軍
の

考
へ
を
腕
め
た
い
と
全
闘
を
行
脚
し
て
い
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。
州附

子
夫
人
は
鹿
児
向
の
山
身
で
あ
る
の
で
よ
く
知
っ
て
ゐ
た
ゃ
う
だ

が
、
夫
人
の
女
伯
の
鑑
と
し
て
の
生
き
様
を
と
て
も
命
敬
し
て
ゐ

た
。
こ
れ
か
ら
も
末
長
く
附
子
夫
人
の
辿
総
を
矧
彩
、
柵
柑
永
さ
れ

て
い
く
よ
う
に
一
耐
念
し
て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
子
、
。

ま
た
加
藤
司
郎
東
京
乃
木
紳
制
宮
司
か
ら
は

「干
成
二
十
凶
年

の
御
祭
紳
が
榊
上
が
り
ま
し
て
よ
り
百
年
の
年
に
銅
像
再
建
の
動

き
が
始
ま
り
、
那
須

・
京
都

-
閣
制
と
い
っ
た
全
図
各
地
に
あ
る
乃

木
紳
一
則
が
御
銀
座
百
年
を
迎
へ
た
本
年
に
、
静
子
夫
人
の
生
謎
の

地
に
こ
の
銅
像
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
は
大
嬰
意
義
深
い
も
の
を
感

じ
る
。
こ
れ
か
ら
以
後
し
っ
か
り
と
像
を
保
存
し
、
特
に
浩
い
女

也
や
子
供
達
に
御
榊
徳
を
仰
へ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
ふ
。」
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と
激
州
制
さ
れ
た
。

奉
賛
合
の
一
胤
川
で
あ
る
原
口
泉
歪
砂
館
大
半
数
授
は

「今
日
の

除
幕
式
に
参
列
し
、
乃
木
節
子
と
い
ふ
多
く
の
日
本
人
の
心
の
小

に
生
き
た
、
本
山
川
川
に
素
附
し
い
、
し
な
や
か
で
優
し
く
て
強
い
女

性
が
い
ら
し
て
、
明
治
の
日
本
は
静
子
夫
人
で
拡
を
引
い
て
い
た

だ
い
た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

こ
の
静
子
夫
人
像
は
こ
れ
か
ら

ず
っ
と
私
迷
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、
静
子
夫
人
の
願

は
れ
て
い
た
思
ひ
を
、
鹿
児
向
を
始
め
日
本
全
国
か
ら
世
界
に
向

け
て
縫
信
し
て
い
き
た
い
こ

と
の
篤
い
忠
ひ
を
述
べ
ら
れ
れ
JZ

そ
し
て
祭
典
を
奉
仕
し
た
鹿
児
島
脈
榊
道
背
年
令
の
茶
木
俊
介

曾
長
よ
り

「鹿
児
島
牒
一
利
道
背
必
合
で
は
、
歴
代
の
品
目
長
が
郷
土

の
俳
人
の
泣
徳
を
顕
彰
し
慰
認
の
誠
を
捧
げ
て
き
介
、
。
こ
の
活
動

は
花
の
あ
る
事
業
で
は
な
く
、
地
道
な
活
動
で
は
あ
る
が
、
本
日

の
こ
の
銅
像
除
幕
式
は
共
に
活
動
し
て
来
た
我
々
に
と
っ
て
と
て

も
誇
ら
し
い
限
り
で
あ
る
。」

と
感
慨
泌
い
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
久
野
制
大
阪
悶
際
大
型
講
師
に
よ
り

「乃
木
耐
守
山
子

終
を
支
へ
た
生
涯
」
と
題
し
て
記
念
講
泌
が
行
は
れ
た
。
パ
ワ
1

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た
視
覚
、
刷
出
先
に
訴
へ
る
一内
容
で
、
列
席
者

も
凱
心
に
聞
き
入
っ
て
ゐ
た
。

講

hm絡
了
後
、
奉
騨
H
b
口
理
事
で
あ
る
村
野
誠
一
榊
戸
市
談
合
談

員
に
よ
り
肉
成
三
山
が
な
さ
れ
、
川
注
宏

一
春
騨
H
h
u
副
作
長
の
附

式
の
判
断
に
よ
り
蹴
'
U
I

の
訴
が
降
り
た
。

祝
賀
合
の
各
氏
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
や
う
に
、
銅
像
の
復
元
に

誕
力
さ
れ
た
泰
党
合
合
員
佐
び
に
附
係
者
の
方
々
に
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
、
こ
の
像
を
末
長
く
守
り
、

御
祭
榊
で
あ
る
静
子
命
の

御
紳
徳
が
次
代
の
人
々
に
預
り
縫
ぎ
、
受
け
稽
い
で
行
か
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
て

H
ま
な
い
。
私
共
中
央
乃
木
曾
と
し
て
も
、
こ
の

乃
木
節
子
夫
人
窓
枠
H
A
W
と
共
に
一脚
徳
行
一坊
に
努
め
て
ま
ゐ
り
た
い

と
忠
ふ
。

(事
務
局
長
飯

μ正
弘
)
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《
お
詫
び
と
訂
正

》

前
焼
・

一
八
二
放
「伊
子
夫
人
像
再
建
に
よ
る
鹿
児
向
で
の
動
き
」

の
文
中
に
お
い
て
、
誤
っ
た
記
載
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
一訂
正
致
し
ま
す
。

・
三
十

一
頁
下
段
十
五
行
自

誤
「
合
長
」

↓

正

「
顧
問
」

.
=一
十
七
頁
下
段
四
行
自

誤
「
加
治
屋
川
」
↓

正
「
新
席
数
川
」
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